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研究要旨 

網膜中心動脈閉塞症（CRAO）は、急激な視力低下を特徴とし、治療法の確立されていな

い視力予後不良な疾患である。海外からの既報では、年間新規発症率は 10 万人あたり 0.7-

1.87 人となっているものの、いずれも調査対象が、高齢化社会ではない・規模が小さい・新

しい調査でも 2011 年以前のものである、等の限界があり、超高齢社会でもある日本におけ

る新規発症患者数を考察するには十分な調査とはいいきれない。 

本研究では、NDB サンプリングデータセットを用いて超高齢社会に突入している日本に

おける CRAO の年間新規発症率を調査することを目的とした。NDB データにおける、CRAO

発生の同定は、ICD-10 コードの H34.1 により定義した。 

年齢調整前の CRAO 新規発症患者率は 10 万人あたり 5.7 人であったが、WHO 世界人口

年齢調整を行うと、10 万人あたり 2.4 人となり、1.9～2.4 人とされている既報と矛盾しない

結果であった。NDB サンプリングデータセットで提供されている、1 月、4 月、7 月、10 月

診療分の間の差を検討した結果、7 月診療分で CRAO の発症が大きいことが確認された。 

同定された全 CRAO 症例の内、入院歴があるものは 10%程度であり、米国循環器学会な

どで推奨されている詳細な全身検索が不十分である可能性が示唆された。 

本研究により、NDB を用いることで眼科疾患における、年間新規発生率や季節変動、患

者受診動向調査、医療の質指標の測定遂行の現実性が確認された。

A. 研究目的 

網膜中心動脈閉塞症（CRAO）は、

急激な視力低下を特徴とし、治療法の確立

されていない視力予後不良な疾患である。

年間発症は、10 万人あたり 0.7-1.87 人との

海外報告があるものの、本邦における新規

発症患者数に関する報告はない。レセプト

情報・特定健診等情報データベース（NDB）

のサンプリングデータセットを用いて、本

邦における、網膜動脈閉塞症（RAO）の年

間新規発症患者数と世界保健機構（WHO）

が示す、世界年齢調整後の年間新規発症患

者数、季節変動等を調査することを目的と

した。 

 

B. 研究方法 
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2011-2015 年の 1、4、7、10 月の単

月分の医科入院外、医科入院および DPC レ

セプトの NDB サンプリングデータを用い

た横断研究を実施。網膜中心動脈閉塞症

（CRAO）は H34.1（ICD10）に該当する傷

病名の請求コード、網膜動脈閉塞症（RAO）

は H34.1 および H34.2 に該当する傷病名の

請求コードで、それぞれの発症を定義した。

新規発症を保証するために、医科入院外お

よび医科入院レセプトでは傷病名の開始日

が該当月であるものに限定した。また、DPC

レセプトでは病名区分が「医療資源を最も

投入した傷病名」「主傷病名」「入院の契機と

なった傷病名」であるものを調査した。20

か月分のデータから年間新規発症患者数を

推定した。男女別 5 歳刻みの年間新規発症

患者数から、WHO 世界年齢調整後の年間新

規発症数や、季節変動の程度、さらに CRAO

発症後に緊急入院する患者の割合などを求

め、考察を深めた。 

 

C. 結果 

年齢調整前の CRAO新規発症患者

率は 10 万人あたり 5.7 人、WHO 世界人口

年齢調整を行うと、10 万人あたり 2.4 人で

あった。NDB サンプリングデータセットで

提供されている、1 月、4 月、7 月、10 月診

療分の間の差を検討して、7 月診療分で

CRAO の発症が大きいことが確認された。 

対象年齢を 50 歳以上、60 歳以上、70 歳以

上と限局させたところ、10 万人当たりの新

規発症率は、それぞれ 11.7 人、15.0 人 18.8

人と高齢者ほど発症率が高かった。 

同定された全 CRAO 症例の内、入院歴があ

るものは 10%程度であった。 

 

D. 考察 

本研究では、NDB サンプリングデ

ータセットとして提供されたレセプトデ

ータを用いて眼科関連の希少疾患の一つ

である CRAO の年間新規発生率の調査を

実施した。 

年齢調整前の CRAO 新規発症患者率は 10

万人あたり 5.7 人であったが、WHO 世界

人口年齢調整を行うと、10 万人あたり 2.4

人となり、1.9～2.4 人とされている既報と

矛盾しない結果であった。 

過去の韓国での報告では、2020 年、2030

年の予想人口分布で調整したころ、CRAO

の年間新規発生率は、2.4 人、3.6 人と増加

が予想されており、さらに高齢化が進む現

在の日本ではさらに高い発症率につなが

っていることが確認された。 

対象年齢を高齢者に限定させた解析と合

わせて、CRAO は高齢者に多く発症する疾

患で、世界で進む高齢化とともにさらに今

後も発症が増加することが予想された。 

また、全 CRAO 症例の内、入院歴がある

ものは 10%程度であり、米国循環器学会な

どで推奨されている詳細な全身検索が不

十分である可能性が示唆された。 

この研究結果については、2019 年 6 月に

学会報告を行い、その際の質疑応答部分な

どを修正後、英文誌投稿中中である。 

 

E. 結論 

眼科疾患における患者動態の調査

として、レセプト活用の有効性が示唆され

た。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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